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	＜小売関連＞
	◆【百貨店】 大手3社の3月の既存店売上高伸び率は新型コロナウイルス感染拡大前である2019年同月比で約1～2割減。主要都市でのまん延防止等重点措置（以下、まん延防止）の適用が21日まで続いたものの、天候要因（大雪）が剥落したことで2月からマイナス幅は小幅に縮小。4月前半は2019年同期比で2割減程度と各社とも3月からマイナス幅が小幅に拡大。
	◆【アパレル】3月のアパレル3社の既存店売上高の伸び率は2月から回復。まん延防止の解除に加え、春物、初夏物商品が好調。
	◆【スーパーマーケット】　3月の売上高は前月比▲2.1％（大和総研による季節調整値）。総菜などが増加するも、日配食品や一般食品が減少。
	◆【コンビニエンスストア】3月の売上高は前月比＋1.7％（大和総研による季節調整値）。サービスや加工食品が全体を押し上げ。
	◆【家電】 3月の出荷台数はパソコンが前月比＋5.8％、エアコンが同＋6.6％、テレビが同▲1.0％（いずれも大和総研による季節調整値）。エアコンは2021年夏の大幅減少から回復基調が続く一方、パソコン、テレビは横ばい圏で推移。
	◆【自動車】3月の新車販売台数は前月比＋5.2％（大和総研による季節調整値）と3カ月ぶりに増加。底打ちの兆しが見られるものの、生産調整の影響で回復ペースは鈍い。

	＜サービス関連＞
	◆【新幹線】4月前半の輸送量は2019年同期比で4～5割減。3月からの方向感はまちまち。まん延防止の全面解除で西日本管内は移動需要が持ち直し。東海では小幅に低下。
	◆【旅客機】3月の輸送量は、国内線は2019年同月比4割減程度とマイナス幅が大幅に縮小。ゴールデンウィーク中はおおむね計画通りの運航を予定し、それ以降の5月は計画比1割程度の減便と、3月と比べて需要の回復が見込まれる。
	◆【宿泊】 2月の宿泊者数（宿泊日数ベース）は2019年同月比▲46％と1月からマイナス幅が拡大。感染拡大の影響が大きい。V-RESAS（宿泊開始日ベース）で見ると、3月前半は緩やかに回復。
	◆【外食】 2月の外食産業の売上高は2019年同月比▲19％と1月からマイナス幅が拡大。3月の飲食店情報閲覧数は緩やかに持ち直し。ただし、まん延防止の全面解除以降もそのペースは鈍い。

	＜参考：人出・高速道路交通量＞
	＜参考：第3次産業活動指数＞



